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一
、
本
論
文
の
目
的 

 

谷
崎
潤
一
郎
の
古
典
回
帰
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
本
論
文
の
目
的
は
こ
の
問
い
に
答
え
る

こ
と
に
あ
る
。 

一
般
的
に
、
谷
崎
の
古
典
回
帰
と
は
一
九
三
〇
年
前
後
の
作
風
の
変
化
を
指
し
て
い
る
。

出
発
期
の
作
品
は
、
映
画
な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
た
西
洋
的
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
た
が
、

関
東
大
震
災
に
伴
う
関
西
へ
の
移
住
が
転
機
と
な
っ
て
、
日
本
・
東
洋
の
古
典
的
な
も
の
へ

傾
倒
し
て
い
く
。
「
卍
」
〔
『
改
造
』
一
九
二
八
年
三
月
～
一
九
三
〇
年
四
月
〕
に
は
方
言
の
使

用
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
関
西
の
生
活
文
化
が
、「
蓼
喰
ふ
虫
」〔
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
二
八

年
一
二
月
四
日
～
一
九
二
九
年
六
月
一
八
日
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
一
九
二
九
年
六
月
一
九

日
ま
で
）
〕
に
は
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
が
題
材
に
選
ば
れ
た
の
ち
、「
吉
野
葛
」〔
『
中
央
公
論
』
一

九
三
一
年
一
月
～
二
月
〕
、「
盲
目
物
語
」〔
『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
年
九
月
〕
、「
蘆
刈
」〔
『
改

造
』
一
九
三
二
年
一
一
月
～
一
二
月
〕
、「
春
琴
抄
」〔
『
中
央
公
論
』
一
九
三
三
年
六
月
〕
と
い

っ
た
代
表
作
を
続
々
と
発
表
す
る
。 

こ
う
し
た
一
九
三
〇
年
前
後
の
旺
盛
な
執
筆
活
動
が
古
典
回
帰
期
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
同

時
期
の
作
品
に
は
古
典
作
品
か
ら
の
引
用
や
前
近
代
を
舞
台
と
し
た
も
の
が
多
い
た
め
、
ま

さ
に
古
典
へ
「
回
帰
」
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
関
西
で
人
形
浄
瑠

璃
な
ど
の
伝
統
文
化
に
触
れ
た
こ
と
、
根
津
松
子
と
出
会
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
西
洋
文
化
を
捨
て
、
日
本
古
典
的
な
（
あ
る
い
は
東
洋
の
）
文
化
を
選
ん
だ
こ

と
は
、
千
葉
俊
二
『
谷
崎
潤
一
郎―

―

狐
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
』〔
小
沢
書
店
、
一
九
九
四
年
六
月
〕

な
ど
に
あ
る
よ
う
に
、
近
代
化
へ
の
批
判
的
な
姿
勢
と
し
て
も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
「
陰
翳
礼
讃
」〔
『
経
済
往
来
』
一
九
三
三
年
一
二
月
～
一
九
三
四
年
一
月
〕
は
そ
う
し
た
転

身
を
体
現
し
た
随
筆
だ
と
さ
れ
、
そ
の
記
述
か
ら
、
谷
崎
が
反
近
代
的
な
作
家
で
あ
る
と
い

う
評
価
が
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
評
価
に
は
留
保
が
必
要
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
一
九
三
〇
年
前
後
に

あ
っ
て
古
典
回
帰
は
谷
崎
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
上
に
、
反
近
代
・
反
西
洋
か
ら
日
本
古

典
へ
の
「
礼
讃
」
は
き
わ
め
て
危
う
い
所
作
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
一
九
三
〇
年
前
後
の
日
本

は
、
昭
和
恐
慌
や
満
州
事
変
な
ど
の
影
響
に
よ
り
近
代
的
価
値
観
や
国
民
国
家
へ
の
懐
疑
か

ら
歴
史
や
文
化
の
再
確
認
が
進
み
、
国
粋
主
義
的
性
質
を
帯
び
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ

う
し
た
意
識
が
同
時
代
の
作
家
に
広
く
共
有
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
れ

が
例
え
ば
横
光
利
一
の
右
傾
化
、
保
田
與
重
郎
が
率
い
る
日
本
浪
漫
派
の
台
頭
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
よ
う
な
時
期
に
あ
っ
て
、
谷
崎
の
反
近
代
的
姿
勢
、
お
よ

び
古
典
文
化
「
礼
讃
」
を
ど
れ
ほ
ど
言
祝
い
で
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
如
上
の
問
題
意
識
の
も

と
、
本
論
文
で
は
谷
崎
の
古
典
回
帰
を
、
同
時
代
的
な
文
脈
に
付
置
し
直
す
こ
と
で
再
検
討

し
て
い
き
た
い
。
近
年
で
は
、
文
学
が
商
業
化
・
資
本
化
す
る
時
代
相
に
着
目
し
た
、
日
高
佳

紀
『
谷
崎
潤
一
郎
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル 

近
代
読
者
へ
の
接
近
』〔
双
文
社
、
二
〇
一
五
年
一
〇
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月
〕
や
、
五
味
渕
典
嗣
『
言
葉
を
食
べ
る―

―

谷
崎
潤
一
郎
、
一
九
二
〇
～
一
九
三
一
』
〔
世

織
書
房
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
〕
な
ど
、
そ
の
同
時
代
性
の
再
考
を
試
み
る
論
も
あ
る
が
、
本

論
文
で
注
目
し
た
い
の
は
、
観
光
と
い
う
営
み
で
あ
る
。 

 

同
時
期
の
谷
崎
の
作
品
群
を
み
わ
た
し
た
と
き
、
観
光
地
の
表
象
、
あ
る
い
は
旅
を
す
る

登
場
人
物
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
例
え
ば
、
「
卍
」
で
は
「
三
笠
山
」
や
「
宝
塚
の
新
温

泉
」
と
い
っ
た
観
光
地
の
名
称
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
「
蓼
喰
ふ
虫
」
で
は
淡
路
島
へ

の
観
光
が
描
か
れ
、
「
吉
野
葛
」
で
は
桜
の
名
所
で
あ
る
吉
野
が
舞
台
で
あ
る
。
何
よ
り
「
旅

の
い
ろ
〳
〵
」〔
『
経
済
往
来
』
一
九
三
五
年
八
月
〕
と
い
う
随
筆
に
「
鉄
道
省
、
観
光
局
、
ツ

ー
リ
ス
ト
・
ビ
ユ
ウ
ロ
ー
あ
た
り
の
宣
伝
機
関
が
抜
け
目
な
く
客
を
誘
引
す
る
か
ら
、
名
所

と
云
ふ
名
所
が
皆
そ
の
土
地
の
特
色
を
失
ひ
、
都
会
の
延
長
に
な
つ
て
行
く
」
と
い
う
観
光

地
化
へ
の
批
判
も
み
ら
れ
る
。 

 

奇
し
く
も
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
国
内
に
お
け
る
観
光
産
業
は

活
況
を
呈
し
て
い
た
。
明
治
時
代
以
降
、
近
代
化
に
伴
っ
て
発
展
を
遂
げ
、
一
九
一
二
年
に
は

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
な
ど
の
旅
行
団
体
が
活
動
を
開
始
し
、
そ
の
結
果
、

紀
行
文
の
流
行
や
「
支
那
趣
味
」
言
説
の
横
溢
な
ど
、
文
学
者
た
ち
も
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
は
公
共
交
通
機
関
の
拡
充
や
外
貨
獲
得
の
目
的
を

背
景
と
し
て
、
一
九
二
四
年
に
日
本
旅
行
文
化
協
会
の
設
立
、
一
九
三
〇
年
に
は
国
際
観
光

局
が
設
置
さ
れ
る
。
新
聞
や
雑
誌
に
は
観
光
を
促
す
よ
う
な
広
告
が
踊
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

も
多
く
発
行
さ
れ
る
な
ど
、
官
民
の
双
方
が
観
光
の
促
進
に
熱
を
い
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
を
経
て
、
一
九
三
〇
年
前
後
に
は
観
光
が
国
内
外
を
問
わ
ず
盛
ん
に
、
か
つ
身
近
に

な
っ
て
い
っ
た
。 

 

こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
を
念
頭
に
置
い
た
と
き
、
観
光
地
表
象
が
頻
出
す
る
一
九
三
〇
年

前
後
の
谷
崎
テ
ク
ス
ト
を
い
か
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
本
論
文
で
は
、
谷
崎
の
古
典

回
帰
を
観
光
と
い
う
観
点
か
ら
再
考
す
る
こ
と
で
、
反
近
代
の
作
家
と
い
う
模
糊
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
同
時
代
的
な
文
脈
の
な
か
に
テ
ク
ス
ト
を
ひ
ら
い
て
い
く

こ
と
で
、
谷
崎
テ
ク
ス
ト
の
新
た
な
相
貌
を
提
示
し
た
い
。 

 

そ
の
際
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
、
ヨ
ー
ナ
ス
・
ラ
ー
ス
ン
著
、
加
太
宏
邦
訳
『
観
光
の
ま
な
ざ

し
〔
増
補
改
訂
版
〕
』
〔
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
〕
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た

「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
観
光
客
が
向
け
る
「
あ
る
特
定
の
景
色
へ

の
ま
な
ざ
し
は
、
そ
の
個
人
の
体
験
や
思
い
出
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
そ
の
枠
組
み
は
規
範
や

様
式
で
決
ま
り
、
ま
た
、
流
布
し
て
い
る
あ
れ
こ
れ
の
場
所
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク

ス
ト
に
も
よ
る
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
客
が
観
光
地
を
み
る
と
き
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る

感
興
は
予
め
規
定
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
枠
組
み
」
が
「
決
定
的
な
動
機
、

技
法
、
文
化
的
な
メ
ガ
ネ
と
な
っ
て
観
光
客
が
、
具
体
的
な
モ
ノ
や
実
態
的
な
場
所
を
「
面
白

い
、
い
い
感
じ
、
美
し
い
」
と
見
る
よ
り
先
に
、
先
行
し
て
そ
う
見
え
る
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
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て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
観
光
客
は
景
物
を
み
る
と
き
に
、
景
物
そ
の
も
の
を
み
て
い
る
の

で
は
な
く
、
予
め
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
そ
こ
に
投
影
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
観
光
の

ま
な
ざ
し
」
と
い
う
概
念
を
通
し
、
谷
崎
テ
ク
ス
ト
の
古
典
回
帰
を
改
め
て
解
釈
し
て
い
く
。 

 

二
、
本
論
文
の
構
成 

本
論
文
は
三
部
八
章
に
序
章
・
終
章
を
加
え
た
全
一
〇
章
構
成
で
あ
る
。 

第
一
部
「
観
光
と
の
邂
逅
と
懸
隔
」
で
は
、
谷
崎
の
中
国
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
た
作
品
、

お
よ
び
古
典
回
帰
期
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
谷
崎
が
観
光
と
い
う
文

化
と
本
格
的
に
接
触
し
た
と
思
し
い
時
期
に
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
古

典
回
帰
の
端
緒
と
観
光
の
交
錯
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
一
章
「
案
内
と
彷
徨―

―

中
国
体
験
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム―

―

」
で
は
、
一
九
一
八
年

と
一
九
二
六
年
の
二
度
の
中
国
体
験
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
一
度
目
の
中
国
体
験
以
降
の
作

品
に
は
、「
蘇
州
紀
行
」〔
『
中
央
公
論
』
一
九
一
九
年
二
月
～
三
月
（
続
編
原
題
：「
画
舫
記
」
）
〕

な
ど
に
観
光
客
的
性
質
を
有
す
る
人
物
が
描
か
れ
る
一
方
、「
秦
淮
の
夜
」〔
『
中
外
』
一
九
一

九
年
二
月
、『
新
小
説
』
一
九
一
九
年
三
月
（
原
題
：「
南
京
奇
望
街
」
）
〕
で
は
旅
行
中
の
予
想

外
の
出
来
事
に
対
し
て
恐
怖
す
る
な
ど
、
観
光
客
的
性
質
と
は
異
な
っ
た
体
験
を
す
る
人
物

が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
観
光
と
い
う
営
み
の
な
か
に
揺
動
す
る
意
識
を
見
出
す

こ
と
が
出
来
る
。
二
度
目
の
渡
航
以
後
、
谷
崎
は
「
支
那
趣
味
」
か
ら
距
離
を
と
る
よ
う
に
な

る
が
、
そ
れ
は
中
国
国
内
に
お
け
る
観
光
産
業
の
興
隆
へ
の
忌
避
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、

そ
の
後
の
諸
作
品
へ
接
続
し
て
い
く
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
へ
の
批
評
性
、
あ
る
い
は
そ
の
萌

芽
を
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

第
二
章
「
外
縁
と
逸
脱―

―

「
蓼
喰
ふ
虫
」
と
小
出
楢
重
の
挿
絵
に
つ
い
て―

―

」
で
は
、

「
蓼
喰
ふ
虫
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
同
作
は
新
聞
連
載
の
な
か
で
画
家
・
小
出
楢
重
の
挿
絵

と
共
同
作
業
的
に
成
立
し
た
作
品
だ
が
、
挿
絵
と
テ
ク
ス
ト
を
連
載
順
に
照
合
し
て
い
く
と
、

小
出
の
挿
絵
に
は
書
か
れ
た
物
語
を
脱
中
心
化
す
る
性
質
の
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
挿
絵

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
回
の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
く
そ
れ
以
前
の
回
の
内
容
を
延

長
さ
せ
て
描
い
て
い
た
り
、
当
該
の
回
に
は
直
接
記
述
さ
れ
な
い
物
語
の
外
縁
を
描
く
も
の

が
あ
る
。
さ
ら
に
淡
路
行
き
の
場
面
で
は
、
関
西
と
い
う
土
地
へ
の
甘
美
な
憧
憬
、
あ
る
い
は

観
光
客
的
性
質
を
持
つ
要
の
視
点
を
顕
在
化
す
る
挿
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
性
質

を
脱
臼
さ
せ
る
効
果
も
み
せ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
出
と
の
共
作
の
な
か
で
、
観
光
と

い
う
営
為
に
自
覚
的
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。 

第
三
章
「
記
号
と
冥
闇―

―

「
卍
」
に
お
け
る
関
西
表
象
に
つ
い
て―

―

」
で
は
、
「
卍
」

の
主
要
登
場
人
物
で
あ
る
園
子
と
綿
貫
を
対
比
的
に
捉
え
、
そ
の
対
照
性
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
園
子
は
関
西
私
鉄
の
発
行
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
奨
励
さ
れ
る
生
活
を
な
ぞ
る
よ
う
に

送
っ
て
い
た
一
方
、
綿
貫
は
神
出
鬼
没
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
、
そ
う
し
た
生
活
と
は
程
遠
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い
人
物
造
型
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
近
代
化
し
た
大
阪
、

と
り
わ
け
キ
タ
に
代
表
さ
れ
る
「
阪
急
文
化
圏
」
の
よ
う
な
記
号
消
費
の
場
と
親
和
性
の
高

い
園
子
と
、
暗
く
名
も
な
い
路
地
に
現
れ
る
綿
貫
と
の
対
立
構
造
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
立

構
造
を
比
喩
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
園
子
を
綿
貫
が
陥
れ
て
い
く
過
程
が
、
近
代
化
す
る
関

西
の
都
市
文
化
に
対
し
て
無
名
の
路
地
が
存
在
感
を
示
し
て
い
く
様
子
に
も
み
え
る
。
す
な

わ
ち
、
観
光
な
ど
の
大
阪
の
消
費
文
化
へ
の
批
評
性
が
垣
間
み
え
る
の
だ
。 

み
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
部
で
扱
っ
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
、
観
光
と
い
う
営
為
の
な
か
で

揺
動
す
る
谷
崎
の
思
考
の
枠
組
み
が
見
出
せ
る
。
中
国
旅
行
と
い
う
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み

の
内
に
あ
っ
て
そ
の
恩
恵
を
受
け
つ
つ
も
観
光
客
的
想
像
力
の
裂
け
目
に
触
れ
た
体
験
に
次

い
で
、
小
出
楢
重
の
挿
絵
に
よ
っ
て
観
光
客
的
性
質
が
相
対
化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

観
光
を
含
む
関
西
の
都
市
文
化
へ
の
批
評
性
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
関
西
へ
の
憧
憬
の
根

底
に
潜
む
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
の
存
在
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
葛
藤
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
谷
崎
の
古
典
回
帰
は
観
光
と
の
折
衝
の
な
か
で
齎
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

第
二
部
「
観
光
と
歴
史
消
費
批
判
」
で
は
観
光
と
歴
史
に
か
ん
す
る
問
題
を
検
討
し
た
。
既

述
の
よ
う
に
、「
吉
野
葛
」
以
降
、
歴
史
的
素
材
が
導
入
さ
れ
た
作
品
が
多
く
描
か
れ
古
典
回

帰
期
と
呼
ば
れ
た
が
、
当
時
は
、
一
九
二
八
年
の
『
旅
と
伝
説
』
創
刊
に
み
ら
れ
る
歴
史
探
訪

の
流
行
な
ど
、
観
光
資
源
と
し
て
歴
史
的
な
も
の
が
消
費
さ
れ
て
い
た
。
テ
ク
ス
ト
に
描
か

れ
た
歴
史
的
題
材
と
、
同
時
代
に
お
け
る
歴
史
観
光
の
流
行
、
す
な
わ
ち
観
光
に
よ
る
歴
史

消
費
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
接
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

第
四
章
「
「
紙
片
」
を
再
興
す
る―

―

「
吉
野
葛
」
に
お
け
る
歴
史
探
訪
と
観
光―

―

」
で

は
、「
吉
野
葛
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
同
作
は
一
九
一
〇
年
前
後
と
一
九
三
〇
年
前
後
と
い

う
二
つ
の
時
間
軸
で
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
前
後
に
お
い
て
は
、
観
光
地
化

さ
れ
た
吉
野
駅
周
辺
を
避
け
、
名
所
旧
跡
を
訪
ね
る
「
私
」
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
「
私
」
の
行
動
は
、
一
九
三
〇
年
前
後
で
は
同
時
代
の
歴
史
探
訪
の
流
行
に
一
致
し
て
し
ま

う
。
加
え
て
、
風
景
を
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
を
通
し
て
認
識
す
る
な
ど
、
観
光
客
的
性
質
を

見
出
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
私
」
の
旅
の
失
敗
が
描
か
れ
る
こ
と
で
、
同
時
代
的
な

観
光
の
あ
り
方
と
の
懸
隔
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
、
和
紙
の
物
質
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
な
描

写
か
ら
は
、
観
光
に
よ
る
歴
史
消
費
を
可
能
に
し
た
同
時
代
の
情
報
環
境
へ
の
批
評
性
も
看

取
で
き
る
。 

第
五
章
「
葛
藤
と
盲
目―

―

「
盲
目
物
語
」
に
お
け
る
琵
琶
湖
と
観
光―

―

」
で
は
、
「
盲

目
物
語
」
に
お
け
る
琵
琶
湖
の
存
在
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
作
中
の
琵
琶
湖
は
、
お
市
の
私
的

な
記
憶
と
強
く
結
び
つ
き
つ
つ
、
織
豊
政
権
下
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
公
的
な
場
で

も
あ
り
、
公
／
私
の
葛
藤
が
刻
ま
れ
た
場
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
一
九
三

〇
年
前
後
の
琵
琶
湖
は
、
「
京
都
三
大
事
業
」
や
「
大
京
都
」
言
説
を
支
え
る
観
光
地
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
公
／
私
の
葛
藤
が
消
失
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
お
市
の
葛
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藤
の
描
出
、
あ
る
い
は
容
易
に
意
味
を
理
解
さ
せ
な
い
筆
記
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
同
時

代
の
琵
琶
湖
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
た
様
相
が
作
中
に
表
現
さ
れ
、
そ
の
懸
隔
が
示
さ
れ
て

い
た
。 

 

第
六
章
「
消
費
と
消
失―

―

「
蘆
刈
」
に
お
け
る
歴
史
消
費
と
観
光―

―

」
で
は
、「
蘆
刈
」

に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
わ
た
し
」
は
水
無
瀬
へ
赴
き
散
策
を
す
る
が
、
そ
の
様
子
は
同
時
代

に
流
行
し
た
歴
史
探
訪
と
共
通
点
を
持
ち
、
観
光
客
的
性
質
を
有
し
て
い
た
。
一
方
、
「
男
」

は
お
遊
に
つ
い
て
語
る
際
に
古
典
的
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
つ
つ
回
顧
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

歴
史
が
目
的
／
手
段
と
な
る
対
比
構
造
が
見
出
せ
る
。
こ
う
し
た
対
比
は
同
時
代
の
観
光
に

お
け
る
歴
史
、
す
な
わ
ち
、
歴
史
へ
の
探
求
心
が
後
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
高
揚
の
手
段
へ
転

化
し
た
こ
と
の
比
喩
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
転
化
は
観
光
に
よ
る
歴
史
消
費
に
よ
っ

て
促
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
、
物
語
の
結
末
で
蘆
原
が
消
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
客

的
な
振
る
舞
い
や
消
費
の
構
造
は
相
対
化
さ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
古
典
回
帰
期
の
諸
作
か
ら
は
、
観
光
に
よ
る
歴
史
消
費
へ
の
抵
抗
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
中
で
の
観
光
客
的
性
質
へ
の
批
判
に
よ
っ
て
同
時
代
の
観
光
の
様

態
を
相
対
化
す
る
こ
と
は
、
観
光
と
い
う
営
み
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て

歴
史
が
消
費
さ
れ
る
時
代
相
を
批
判
的
に
捉
え
返
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
後

年
に
観
光
が
戦
時
下
の
思
想
統
制
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
結
託
し
た
状
況
を
踏
ま
え

れ
ば
、
古
典
回
帰
期
の
谷
崎
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
う
し
た
状
況
の
萌
芽
を
批
判
し
え
て
い
る
と

も
い
え
る
。
単
な
る
近
代
化
批
判
で
は
な
い
、
同
時
代
に
根
差
し
た
批
評
性
を
看
取
で
き
る

の
だ
。 

 

第
三
部
「
浪
漫
的
な
語
り
へ
の
抵
抗
」
で
は
、
谷
崎
テ
ク
ス
ト
が
も
つ
同
時
代
思
潮
へ
の
批

評
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
春
琴
抄
」
と
「
陰
翳
礼
讃
」
を
考
察
し
た
。
観
光
批
判
、
あ

る
い
は
歴
史
消
費
批
判
を
通
し
て
同
時
代
状
況
へ
批
評
的
に
接
近
し
た
谷
崎
テ
ク
ス
ト
は
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
批
評
性
を
み
せ
た
の
か
。
古
典
回
帰
期
の
代
表
と
目
さ
れ
る
両
テ
ク
ス

ト
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
従
来
と
は
異
な
る
古
典
回
帰
の
内
実
の
提
出
を
試
み
た
。 

 

第
七
章
「
「
陰
翳
」
を
凝
視
す
る―
―

東
京
批
判
と
「
陰
翳
礼
讃
」―

―

」
で
は
「
陰
翳
礼

讃
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
随
筆
「
東
京
を
お
も
ふ
」〔
『
中
央
公
論
』
一
九
三
四
年
一
月
～
四

月
〕
で
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
の
内
実
を
伴
わ
な
い
復
興
言
説
に
お
け
る
「
軽
佻
浮
薄
」
へ
の

批
判
と
、
「
変
に
侘
し
い
も
の
を
「
一
寸
オ
ツ
だ
」
と
云
つ
て
賞
美
す
る
」
東
京
特
有
の
「
オ

ツ
」
精
神
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
欠
落
の
否
認
／
肯
定
と
い
う
精
神
性
へ
の
批

判
で
あ
る
。
そ
う
し
た
精
神
性
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
に
影
響
力
を
持
っ
た
日
本
浪

漫
派
の
「
ロ
マ
ン
的
イ
ロ
ニ
ー
」
に
見
出
せ
る
な
ら
ば
、
「
東
京
を
お
も
ふ
」
に
お
け
る
主
張

は
、
戦
争
賛
美
と
共
鳴
し
た
同
時
代
の
日
本
回
帰
言
説
と
対
蹠
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
抵
抗
す

る
か
の
よ
う
に
、「
陰
翳
礼
讃
」
で
は
暗
さ
を
単
に
称
揚
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
陰
翳
」
を
凝

視
す
る
必
要
性
、
す
な
わ
ち
徹
底
的
な
認
識
の
契
機
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
同
時
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代
の
日
本
・
古
典
回
帰
的
言
説
と
の
差
異
・
懸
隔
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

第
八
章
「
「
雲
間
」
を
仰
望
す
る―

―

「
春
琴
抄
」
と
「
煙
の
都
」―

―

」
で
は
「
春
琴
抄
」

に
つ
い
て
、
第
七
章
で
考
察
し
た
「
陰
翳
礼
讃
」
と
の
共
通
性
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
た
。

同
作
は
こ
れ
ま
で
、
語
り
の
構
造
や
人
物
関
係
な
ど
か
ら
閉
塞
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
見
出
さ
れ

て
き
た
が
、
春
琴
と
佐
助
の
関
係
が
屋
内
か
ら
屋
外
へ
出
る
と
き
に
発
展
し
た
こ
と
、
鶯
や

雲
雀
の
描
写
な
ど
か
ら
、
開
放
と
閉
塞
の
往
還
の
イ
メ
ー
ジ
に
満
ち
た
作
品
だ
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
作
品
を
貫
く
運
動
は
、
第
七
章
で
検
討
し
た
闇
と
光
の
間
隙
を
凝
視
す
る
こ
と
と

も
比
喩
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
春
琴
の
「
遭
難
」
以
降
に
閉
塞
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

充
満
し
て
い
き
、
工
業
化
に
よ
っ
て
煙
害
に
見
舞
わ
れ
た
大
阪
の
様
態
と
も
重
な
り
あ
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
、
『
鵙
屋
春
琴
伝
』
と
い
う
書
物
に
仮
託
し
て
春
琴
を
語
る
佐
助
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
分
析
し
つ
つ
語
る
「
わ
た
し
」
が
、
隠
蔽
と
伝
達
の
狭
間
に
凝
視
を
促
す
よ
う
な
語

り
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
の
形
態
の
上
で
閉
塞
と
開
放
の
往
還
が
呼
び
返
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
同
時
代
の
近
代
化
・
工
業
化
す
る
大
阪
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
懸
隔
を
示

す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、「
陰
翳
礼
讃
」
と
同
様
に
同
時
代
思
潮
へ
の
批
評
性
を
有
す
る
も

の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
春
琴
抄
」
と
「
陰
翳
礼
讃
」
か
ら
は
「
凝
視
」
の
主
題
と
い
う
同
時
代

へ
の
批
評
性
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
文
化
か
ら
曖
昧
さ
を
見
出
し
称
揚
す
る
言
説

や
、
そ
の
欠
落
を
肯
定
す
る
姿
勢
と
は
大
き
く
異
な
る
上
に
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
観
光
批

判
を
通
し
て
培
わ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
代
に
流
行
し
た
歴
史
消
費
は
観

光
産
業
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ

め
規
定
さ
れ
た
土
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
成
さ
れ
、
時
に
浪
漫
的
と
も
い
え
る
様
相
を
呈
し
て

い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
谷
崎
テ
ク
ス
ト
は
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
を
相
対
化
し
続
け
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
安
易
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
は
異
な
る
「
凝
視
」
の
問
題
意
識
へ

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

如
上
の
問
題
意
識
は
、
例
え
ば
小
林
秀
雄
「
故
郷
を
失
つ
た
文
学
」〔
『
文
藝
春
秋
』
一
九
三

三
年
五
月
〕
と
比
較
し
た
と
き
に
、
そ
の
位
置
を
よ
り
明
瞭
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
谷
崎

の
「
芸
談
」〔
『
改
造
』
一
九
三
三
年
三
月
～
四
月
（
原
題
：
「
「
芸
」
に
つ
い
て
」
）
〕
を
承
け
た

小
林
は
、「
実
際
上
の
故
郷
と
い
ふ
も
の
す
ら
自
明
で
は
な
」
く
、「
西
洋
の
影
響
を
受
け
る
の

に
な
れ
て
、
そ
れ
が
西
洋
の
影
響
だ
か
ど
う
か
判
然
し
な
」
い
な
ら
ば
「
徒
に
日
本
精
神
だ
と

か
東
洋
精
神
だ
と
か
言
つ
て
み
て
も
始
ま
り
は
し
な
い
」
し
「
何
処
を
眺
め
て
も
そ
ん
な
も

の
は
見
付
か
り
は
し
な
い
」
と
語
る
。 

こ
う
し
た
小
林
の
主
張
に
は
、
谷
崎
テ
ク
ス
ト
か
ら
看
取
さ
れ
る
観
光
へ
の
批
評
性
と
の

共
通
性
を
見
出
せ
る
。
一
九
三
〇
年
前
後
に
流
行
し
た
観
光
に
よ
る
歴
史
消
費
が
、
「
日
本
」

的
な
る
も
の
を
見
出
そ
う
と
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
そ
れ
は
小
林
に
い
わ
せ

れ
ば
「
何
処
を
眺
め
て
も
そ
ん
な
も
の
は
見
付
か
り
は
し
な
い
」
も
の
で
あ
る
。「
観
光
の
ま
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な
ざ
し
」
と
は
「
社
会
行
為
と
そ
の
記
号
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
」
と
し
た
観
光
客
側
の
視
線
で

あ
り
、
観
光
客
が
望
む
観
光
地
の
姿
を
見
出
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
「
見
付
か

り
は
し
な
い
」
も
の
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
な
の
だ
。
し
か
し
、
「
日
本
」
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
各
所
に
付
与
し
、「
ほ
ん
、
、
の
僅
か
な
」
差
異
を
見
出
す
こ
と
な
く
そ
の
イ
メ
ー
ジ
へ
浪
漫
的

に
没
入
・
消
費
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
一
九
三
〇
年
前
後
の
観
光
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
谷
崎

テ
ク
ス
ト
の
批
判
の
矛
先
は
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
過
程
と
虚
妄
性
へ
向
い
て
い
た
こ

と
に
な
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
小
林
の
「
故
郷
を
失
つ
た
文
学
」
に
応
え
る
か
た
ち
で
発
表
さ
れ
た
保
田
與

重
郎
「
土
地
を
失
つ
た
文
学
」
〔
『
文
藝
』
一
九
三
四
年
二
月
〕
な
ど
と
は
対
蹠
的
だ
と
い
え

る
。「
作
家
は
地
盤
に
立
て
ば
よ
い
」
と
主
張
す
る
保
田
は
、「
そ
れ
に
先
行
し
た
観
念
も
規
範

も
概
念
も
な
い
」
「
具
体
的
な
土
地
」
こ
そ
が
「
作
家
精
神
の
地
盤
」
だ
と
す
る
も
の
の
、
そ

こ
で
称
揚
さ
れ
る
の
は
「
古
来
伝
唱
の
農
土
」
で
あ
っ
て
、
民
族
性
や
あ
る
種
の
歴
史
観
と
イ

メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
た
場
所
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
故
郷
を
め
ぐ
る
議
論
が
や
が

て
時
局
の
流
れ
に
吸
収
さ
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
接
続
さ
れ
た
こ
と
は
言
を
俟
た

な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
谷
崎
テ
ク
ス
ト
の
古
典
回
帰
期
に
お
け
る
観
光
批
判
と
は
、「
日

本
」
的
、
歴
史
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
付
与
と
消
費
を
促
す
観
光
産
業
へ
の
批
判
で
あ
る
と
同
時

に
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
歴
史
を
め
ぐ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
言
説
を
も
そ
の
批
判
の
射
程
に
含

む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
故
郷
や
民
族
、「
日
本
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
土
地
や
文
学
に
投
影

し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
は
、「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
と
特
質
を
分
有

し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
に
対
し
て
あ
て
が
わ
れ
た
の
が
「
凝
視
」
の

姿
勢
で
あ
っ
て
、
浪
漫
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
観
念
に
対
す
る
不
断
の
認
識
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。

谷
崎
の
古
典
回
帰
と
は
模
糊
で
も
雑
駁
で
も
な
い
、
き
わ
め
て
鋭
敏
な
同
時
代
意
識
の
表
出

だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  


